
長生きしろよと息子から いわれた。

４
Ｓ
ク
ラ
ブ
は
サ
ポ
セ
ン
の
専
属
シ
エ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

主
に
サ
ポ
セ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す

）

「す
ご
い
‥
」

「お
若
い
で
す
ね
Ｉ
」

「こ
れ
配
っ
て
お
い
て
Ｉ
」

「運
ぶ
の
手
伝
っ
て
く
だ
さ

若
い
子
た
ち
に
お
だ
て
ら
れ
る
の
も
わ
る
く
あ
り
ま
せ
ん
′

だ
れ
か
に
必
要
と
さ
れ
る
っ
て
こ
と
は
、
な
ん
だ
か

ん
だ
い
っ
た
っ
て
、
や

っ
ぱ
り
い
い
も
の
で
す
〓

先
日
、
４
Ｓ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が
俳
句

の
専
門
家
と
う
か
が
い
、
み
ん
な
で

「俳
句
会

一
を
門

い
て
み
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
俳
句
な
ん
て
ど
こ
が
お
も
し
ろ
い
の
か

と
気
に
も
と
め
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
面
白
い
も

の
で
す
。
勉
強
し
た
い
と
い
う
気
分
が
沸

い
て
く
る
‥

こ
の
歳
に
な

っ
て
そ
ん
な
気
分
に
な
る
な
ん
で
誰
が
想

像
し
た
で
し
ょ
う
。

４
Ｓ

の
　

み

ん
な

と

い

っ
し

よ
に
　

若

が

え

る

花

見
も

や

り
ま
す

。

―

‐

ヽ
ロ

●
■
■
８

，
■
”
■
″
「
●

”
７

●
―

―
■
セ
″
●
●

ヽ
Ｖ
〓
●
Ｌ

一̈

‘
Ｆ

，

■

′
■
‘

口ヽ
】
■

●

‘

，
Ｆ
一″
´
”
●
“
ヽ
●
●１ヽ′ヒ闘ｔ

ね

Ｊ
色
町

情 報r(( ?ltr 2Zo ifi E

"

１

１
１

，
　

１

１

１



4Sクラブ主催

市民活動体験話を聞く会
過去 ア回の講演をふ りかえつてみま しょう

5日 (月 )

囃でのいきいき市民塾

3月
佐久間則夫さん (秋水史料研「秋水プロジェクト」)

太平洋戦争中に作られた日本の
':裁

闘機「秋水」など
戦時歴史還産のお話

高橋 弘二さん (横須賀「水と環境」研究会)

横須賀市には川やため池、湧き水がたくさんあります
今回は主に川の紹介と水に関するお話

加藤努さん (横須賀インディアカ協会)

三ュースポーツのインデイアカで、
会員の健康づくりと親睦、組織つくりのお話

塚田憲司さん (中島三郎助と遊ぶ会)

浦賀出身の幕末の志士、中島三郎助との出会
い話など幅広い活動のお話

日置正次さん (横須賀俳句協会)

だれでも簡単に取り組める俳句
季節のさまざまな移り変わりが楽しめる感性を

大橋祥宏さん (横須賀学の会)

横須賀つてどんな都市 ?`学びとあそびの観点から
横須賀を探求してみよう

山本洋志さん (横須賀古地図くらぶ)

古地図を使つて音の横須賀の歴史を探ります
懐かしい古きよき時代にタイム トリップ

柏木 正昭さん (そば遊友)

「日本そば」のお話し。
′
そば打ち

′
の極意や

メンバー交流のお話

山崎省二さん (神奈川・横須賀プロバスクラブ)

日本特有の製法で醸造された酒
「日本酒」について深くほりさげてお話

天田 晴基さん (神奈川・横須賀 プロバスクラブ )

日本の伝統芸能「能」のお話し
よりいつそう楽しく鑑賞することのできる方法も

鈴木 孝雄さん (NPO法人よこすかシティガイ ド協会)

横須賀市の豊かな自然・文化・歴史を、
市民や観光客に広めるお話

桑原積さん (演奏を楽しむ会)

オカリナ。ギター・ウクレレ・尺八の演奏
施設への慰問など、福祉に関するお話

青木厚美さん (三浦半島活断層調査会)

三浦半島の断層・地層・地形の調査研究
必ず起きる地震にそなえる減災のお話

原仁志さん(横須賀市シルバー人材センター )

会社引退後、余暇時間を有意義に活用できる
事例をたくさんご紹介

白石健一さん (認知症予防プログラム)

健康で、しつかり生きるためのノウハウのお話

_ ヽ
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5日 (水 )

5日 (水 )

12月

5日 (火 )

6月

9月

3月

6月

9月

17日 (日 )

″ ^

´
5  ,

16日 (日 )

のたろんt毎回たのしみにしています !

12月 15日 (日 )

14:30～ 16:30
会場 :横須賀市立

市民活動サポー トセンター
ミーティングコーナー

次 回

15日 (日 )



鐵 遷雲F:～ 市民活動を支える人たち～

瓢々とした中にも、どこかあたたかい眼差し。理路

整然と明るく話す、パソコンお助けネットワークよこ

すか (PON)代表の本間さんにお話を伺った。

昭和 13年横須賀生まれ。父が海軍軍人だったため、

佐 [[t保、舞鶴と転居し、終戦のとき、父の実家があっ

た新潟に疎開していた。

小学校入学では、革靴、革のランドセルの洋服姿で、

同級生にからかわれた=それでも後に、村のガキ大将

となり、川に行ってフナを獲ったり悪さをしたり、 6

年間を新潟で過ごした。

中学 1年で横須賀に戻ってきた_朝鮮戦争J)時代で、

どぶ板通 りはたくさんの来兵で甦:わ っていた:韓タク

が走 り、毎 |¬ 喧嘩があってMP(憲兵,か |―」を光らせ

ていた。親戚から、アルバイ トにと、ゴム撃履を譲っ

てもらって一足 360円 くらいで売ったことを覚えて

いるという。

進学校に進もうか悩んだが、手に職を付けたいと、

県立横須賀工業高校に進む。英語や材料力学の先生に

影響を受け、二浪して大学の工学部に進学した。

大学では、ロケットの熱の研究をしていた先生につ

き、伝熱を学んだ。伝熱と材料工学は、基本になる方

程式が似ていて、順調なスター トができた。大学卒業

後、伝熱の知識を生かし技術者の道に進む、日本ラヂ

エーター (株|1現 力′レソニ ァクカンセ イサ|二 就職 :

研究開発に勤しんだ〕

その頃の経験が今でも役に立っている。「困難につ

きあたったときに、じっと我限しながら、ひとつひと

つ積み重ねていくと不思議なもので、大|"Dこ と:よ 解

決する」という、

そして、設計子会社の役員として設立の中心になり、

轟|=ギ :

:童秘:ヽ書

ほんま さとし

パソコンお助けネットワークよこすか (PON)1本 間 諭 さん

10年間の佐野市へ

の単身赴任を経て

退職。

「大学卒業 して家

か ら東京の仕事に

通 っていた ものだ

か ら、30年 以 li

状須賀を素通 りしてきて、横須賀のことは全然わか

らない。これではいけないな」と思い、パソコンの

ボランティアなど、やれることはないかなと、パソコ

ン教至を開くPCFAと いう会社に、話をしたところ、

うちに来いと言われたi

その頃、 1甘民活動サポー トセンターが設立され、そ

こに、PCFAが パソコンを持ち込んで応募した生徒

さんにボランティアで教えることとなる,3 1年後、P

CFAが撤退、パソコンお助けネットワークよこすか

(PON)がパソコンのサポー ト活動を始めるとき、

その趣旨に賛1司 して活動に参加。この 10年は代表を

つとめるE

本間さんに、これからやってみたいことを聞いた。

既にスタートしているのだが、俳句写真 (俳句と写真

をあわせた作品をつくる)、 30年来のテニス、ゴル

フを85歳 くらいまで続けられればよい。それでも、

80、 90歳の人を受け入れてくれる仲間がいないと

続 |ナ られない3~仲間にいかに溶け込むか、いままで

のいろいろ経験ですね。」

そして、7ヽ ソコンの活動は、代表を降りたとしても、

生ある限りやりたいと思うという̂ 「人と接すること

が、何よりすばらしい。子供の頃から、出会いに恵ま

れた。今でも、出会いを大切にしています。」

(は こざき)
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パソコンお助けネットワークよこすか (PON)
市民一人一人が安心して情報化機器 (パソコン)やネットワークを身近な道具として使い、心

豊かな暮らしができるよう支援すると共に技術・能力を身につける講習・研修会などを開催し、

地域社会に貢献しています。主な活動場所は、市民活動サポー トセンター、生涯学習センター.

2000年に設立された当団体は、2020年に設立 20周年を迎えます。
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ぬまちゃ一ん 1今 日もサポセンに来たから利用票を書くと
ころなんだけど、また分からないのがあるの「農山漁村ま
たは中山間地域」つていうのは何??

そうねえ、農山漁村または中山間地域の振興を図る活動つ
て言えばイメージしやすいかしら。農山漁村つていうのは、
農業・漁業・林業体験の企画運営、就農支援活動とかねc

うんうん、地産地消の活動も農山漁村地域の活性化につな
がるものね。あとは中山間地域っていうのは、いわゆる「里
山」のことね。田畑・水路 。ため池・雑木林と集落が一体
になつた地域の事で、自然と人の暮らしが共存しているよ
うな場所をイメージすると分かりやすいわね.

わかる一 !田んぼがあつて畑があつて、 トンボとかメダカ
とかカエルとかが居て !のたろんそういう場所大好き |

の
凝
　

洲
胃
　
力
　
　
ヵ
Ｗ
　
仰
）

横須賀市でも水田の再生や維持管理、自然観察会や里山体
験イベントの開催、生態系の調査などを行つているの。こ
ういう活動が中山間地域の活動に該当しますⅢ

なんとなくイメージできた 1その土地ごとの自然を大事に
して生活していこう～ 1つ て感じのものが入りそうだね !

横横須賀で盛んに行われている「農福連携」も、福祉の分
野とこの分野と両方の意味合いのある活動つてことになる
んじやないかな.

の一ふくれんけい?つ て何― ?

障がいがある人が農作業に就くことで、人手不足に悩む農
家さんと就労機会になかなか恵まれない障がい者が一緒に
なつて、元気に暮らしていける地域づくりを目指す農業と
福祉分野が連携する活動のことよ。

/″  なるほど1それは農村の地域の振興を図る活動に入りそう
ょ■̀  だね1 のたろんも右手に横須賀の野菜、左手に横須賀の

彙を持つて、横須質ら食へ初|ぶ 美味しいな一つて言いなか
らお散歩して、この分野に丸つけることにする !

⑨ それはまた、シュールね…。

′ね あつ I夏の農業体験とか夏休みにやつていたね !あれ

Fl よこすかシーサイドマラソンの時に、横須賀産のキャベツ
スープを売つていたのも横須賀の農業の振興を図ることに
入りそうだ !
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バ
ス
を
降
り
て
細
い
坂
道
を
登
り
き
り
、
視
界
が
開
け

る
．
日
の
前
に
あ
る
の
は
…
お
寺
ｔ

一
い
や
い
や
い
や
、
錦
鯉
は
ど
う
し
た
？
」
と
思

っ
た

砦
様
、
焦
ら
な
い
て
い
た
た
き
た
い
ｔ
今
回
の
舞
台
は
こ

こ
、
曹
源
寺
で
一サ
●
　
バ
ス
停
の
名
前
と
い
え
ば
ピ
ン
と

く
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
た
ろ
う
か
．

筆
者
も
最
近
知

っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
曹
源
寺
に
は
中
庭

に
大
き
な
池
が
あ
り
、
そ
こ
に
大
小
合
わ
せ
て
５０
匹
ほ
ど

の
錦
鯉
が
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

前
任
の
住
職
さ
ん
は
錦
鯉
の
愛
好
家
だ

っ
た
ら
し
く
全
日

本
錦
鯉
振
興
会
主
催
の
錦
鯉
品
評
会
で

一種
別
日
本

一
賞
」

を
受
賞
し
た
ほ
ど
の
方
だ

っ
た
そ
う
だ
‘
住
職
さ
ん
に

一

度
お
話
を
開
い
て
み
た
か

っ
た
な
ぁ

‥
錦
鯉
の
こ
と
．

こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
と

一罰
当
た
り
な
―
一
と

か
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、
そ
う
思
わ
せ
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

の
で
仕
方
が
な
い
ｔ
泳

い
で
い
る
錦
鯉
は
体
長
が
１
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
あ
る
も
の
も
い
て
悠
然
と
泳
い
で
い
る
姿
を

眺
め
て
い
る
だ
け
で
ご
飯
が
３
杯
―
も
と
い
、
お
団
子
１０

本
く
ら
い
い
け
そ
う
で
あ
る
。
池
の
周
り
に
は
滝
が
あ

っ

た
り
松
が
植
え
て
あ

っ
た
り
と
雰
囲
気
も
良
く
、
そ
こ
か

ら
吹
き
込
ん
で
く
る
風
も
涼
し
く
て
心
地
よ
い
。
よ
も
や

こ
ん
な
に
近
く
に
筆
者
が
理
想
と
す
る
錦
鯉
観
賞
ス
ポ

ッ

ト
が
あ

っ
た
と
は
…
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

一
度
足
を

運
ん
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

筆
者
に
と

っ
て
は
池
づ
く
り
の
お
手
本
で
あ
る
。
今
後

も
お
邪
魔
に
な
ら
な
い
程
度
に
足
し
げ
く
通
い
た
い
。́
お

寺
の
ご
厚
意
で
錦
鯉
が
泳
ぐ
姿
を
写
真
に
撮
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
．
詳
し
く
は
…
ウ
ェ
ブ
で
ら

一庭
に
池
を
掘
る
！
」
筆
者
の
あ
く
な
き
挑
戦
の
日
々

は
、
ま
た
ま
だ
続
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
串
滋
彦
）

申躙贈廟出卿贈鉗胆一卿）とうだいもとくらし？
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20th anniversary感謝祭

11月 3日 (日曜日)

◆サポセン発信情報

◆Eメ ール inf00yokOsuka～ supportcenterjp

◆サポートセンターのホームヘージ
fのたろん Web」 :よ

″
のたろん

″
で検索♪

′/

乞
し

飼諄―資「 10:00‐ 11:45

会場 :サポセン

第,=:部 12:30‐ 14:30

会場 :産業交流プラザ

ワークショップと
交流会をおこないます :

ぜひお越しください。

歯盤塾」

編集ボランティア/′ はこざき。みずたに。おぐじ
スタツフ//ぬ まさき。のぎむら

のたろんがお送りする「のたろんジャーナル」

ヽ ´

検索

情報誌「のたろん」秋号 (通巻 80号)  2019年 10月 1日

発行 横須賀市立市民活動サポー トセンター

編集 指定管理者特定非営利活動法人YMC Aコ ミュニ

横須賀市本町 3-27(京 浜急行汐入駅徒歩 1分 )

TEL 0 4 6-828-3130
FAX 0 4 6-828-3132
市民活動サポートセンターは、市民活動、ボランティア活動の打合せや作業、情報
収集を行なう施設です。ご利用の際は受付にて利用票のご記入をお願いします。
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